












































ていた (Houtset al， 1986)。次いで多数認められた要望は、霊的、社会的、家族関係、雇





れていないことが明らかにされている (McCorkle，Y ost， J epson， Malone， Baird， & 
Lusk， 1993)。このことから、がん患者の家族と患者の持つ要望が、必ずしも一致していな
いことが示された。また、がん患者の家族が持つ要望は容易に解消されるものではなく、多
くは満たされないままであるといわれている (Houts，Yasko， Kahn， & Schelzel， 1986; 
Hileman， Lackey， & Hassaanein， 1992; Silveira & Winstead-Fry， 1997; Pasacreta， 
Barg， Nuamah， & McCorkle， 2000)。
第三に、がん患者の家族の特性や背後要因によって、要望が影響を受けることが報告され
ている。例えば、子どもの存在、経済的困難、介護者の健康、介護者の不安といった家族の
特性 (Schachter& Coyle， 1998)、がんの進行度、身体的障害といった患者の疾患状態に
関連した要因 (Saleset al.， 1990)、また、職業の有無、ホスピス入院期間、介護期間といっ


















痔痛 (Ohaeri，Campbell， Ilesanmi， & Omigbodun， 1999; Siegel， Raveis， Mor， & 
Houts， 1991)、②患者の症状(Given，Given， Helms， Sommel， & De Voss， 1997; Given， 
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Given， Stommel， Collins， Kings， & Franklin， 1992)、③患者の身体的可動性 (Givenet 
al.， 1997; Given et aし 1992)、④患者一家族関係 (Miaskowski，Kragness， Dibble， & 
Wallhagen， 1997)である。また、家族介護者側の要因として明らかにされているのは、
①介護者の不健康状態(Oberstet al.， 1989)、②教育レベルの低さ (Ober叫 etal.， 1989)、
③経済的問題 CEmanuel，Faiclough， Slutsman， & Emanuel， 2000; Ohaeri et al.， 1999)、
④介護者の主観的判断による患者の痛み (Ferrell，Ferrell， Rhiner， & Grant， 1991)、⑤




て、負担感を軽減していると報告されているのberstet al， 1989; Blanchar et al.， 1997)。
一方、高齢な家族介護者はストレス耐性の低さ、健康状態の悪さによって、負担感が高めら
れているという報告もなされている (Clipp& George， 1993)。性別と負担感の関連につ
いては、女性の方が負担を感じやすいという結果 (e.g.Blancharet al.， 1997; Rovinson， 
1983)と男性の方が負担を感じやすいという結果が報告されている Ce.g.Schott-Baer，1993 
; Schumacher， Dodd， & Paul， 1993; Sabo， Brown， & Smith， 1986)。例えば、 75名の
喉頭がん患者介護者に対する調査においては、女性の方が多くの過労や負担を示していた
(Blood， Simpson， Dineen， Kauffman， & Raimondi， 1994)。一方、がんの手術を行った
患者の家族である39名の女性と21名の男性との主観的負担感を比較した結果、男性の負担感




す。介護者263名を対象にした調査で・は、 CQOLC(Caregiver Quality of Life Index-
Cancer)とBICZarit Burden Interview)による客観的負担感と主観的負担感の聞に、有
意な負の関連があることが報告された (Weitzner，Jacobsen， Wagner， Friedland， & Cox， 
1999)。また、 24名の骨髄移植患者介護者を対象にした調査では、主観的負担感と抑うつ、
不安、疲労との聞に正の関連があることが示された CFoxall& Gaston-Johansson， 1996)。
一方、介護負担と精神病理学的状態との聞には、有意な関連が認められなかったという報告









提供している。例えば、 29名の白血病患者の家族を対象とした調査では、 CES-D(the 
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Center for Epidemiologic Studies Depression Scale ; Radloff， 1977)によって測定され
た抑うつ傾向が、一般的に健常とされる水準より高いことが示されているのhapiro，
Perez， & Warden， 1998)。また、 GHQ (the General Health Questionnaire ; Goldberg 
& Hillier， 1979)によって測定された身体的症状、不安と不眠、社会的活動障害、うつ傾
向といった症状が、がん患者の家族の84%において一般的に健常とされる状態よりも悪いこ










れている(Blancharet al.， 1997; Schumacher et al.， 1993; Ohaeri et al.， 1999 Siegel 
et al.， 1991; Miaskowski， Zimmer， Barrett， Dibble， & Wallhagen， 1997; Kurts， 
Given， Kurts， & Given， 1994)。
手術後のがん患者の家族の心理的状態の変化に焦点をあてた研究では、家族の心理的苦悩
は退院前に高まり CGrimm，Zawacki， Mock， Krumm， & Frink， 2000)、その後3~12 ヶ





















的介入を行った研究の効果としては、負担感の低減、 QOLの向上 (Ferrell，Gr叩 t，Chan， 
Ahn， & Ferrell， 1995; Smeenk， de羽Tite，van-Haastregt， Schipper， Biezemans， & 
Crebolder， 1998; Grobe， Istrup， & Ahmann， 1980)や、知識や介護に対する自信の増
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